












Logstorageは、ログを収集する、収集したログを蓄積する、蓄積したログを活用する3つの機能で構成されています。 
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UNIX/Windowsサーバ上のテキストログをリアルタイムに収集するLogstorage Agentの機能詳細です。 



UNIX/Windowsサーバ上のテキストログを定期的に収集するSecureBatchTransfer(SBT)の機能詳細です。 



Windowsサーバ、VMWare、NetApp/EMCストレージのイベントログをエージェントレスで収集するEventLogCollector（ELC）の 

機能詳細です。 



EventLogCollector (ELC)は、Windowsイベントログを、自動的に見やすくコンパクトに変換するログ解析機能があります。 

 



イベント解析機能では、以下のログ種別を解析し、見やすくすることができます。 





LogGateは、収集したログを構造化したデータとして圧縮保存し、ログの検索処理や、ログのリアルタイム検知を行います。ログ容量

が増加した場合は、ライセンスの切り替えやLogGateを複数台で構成することで、ログの取り込みパフォーマンスを向上させることが

可能です。 





コンソールサーバは、Webサーバとして動作します。管理者はブラウザからアクセスし、ログの検索/集計/レポート出力や、その他

各種設定を行います。 

 



大量のログから、指定した条件で即座にログの検索/表示ができます。また、検索結果からクリック操作だけでログの詳細まで追跡

できるので、直感的な操作で調査が可能です。 



複数のログを紐付けし、検索結果として表示します。単体のログだけでは疑わしくなくても、横断的に見ると疑わしい操作などがわか

るようになります。 



ユーザごとのログイン回数や日時別のアラート発生件数など、縦軸と横軸に任意の項目を設定し、あらゆる角度からログを分析でき

ます。また、円グラフや折れ線グラフ、棒グラフなど様々な表示形式で、視覚的にもわかりやすく集計します。 



特定のログの発生頻度による検知や、あらかじめ指定した条件/シナリオにマッチするログの発生を検知するなど、 

きめ細かい条件で検知できます。検知後のアクションも、メールやSNMPトラップ、コマンド実行があり、発生した事象をすばやく把握

し、対策することが可能です。 



PCIDSSや内部統制、監査対応など、目的に合わせたレポートを作成します。また、検索/集計結果のレポートを定期的に 

作成し、メールで送付できるので、日々の継続的なモニタリングが容易になります。 



そのままではわかりづらいログを、意味のわかる形にする機能です。正規表現もしくは、ウィザード機能で簡単に 

定義することができます。 

文字の羅列であるログを、 
正規表現もしくはウィザード機能から意味付け 

ウィザード機能 

アプリケーション(ログの種類)を識別 

アクション(アプリケーションの動作)を識別 

メッセージパラメータ(ログに出力されるIPアドレス、ユーザIDなど)を識別 





LogGateサーバはプライマリ/セカンダリ構成を取ることが可能です。プライマリのLogGateが障害などで停止した場合、 

セカンダリがプライマリに昇格しログを受信します。システム全体でログを受信し続けられるような構成が可能です。 



Logstorageのエディションによっては負荷分散構成が可能です。LogGate1台あたり受信できるログ量は最大秒間3000行です。 

それ以上の受信量となった場合はLogGateの台数を増やして負荷分散構成を取ります。 



LogGateは受信したログのSyslog転送やファイル出力が可能なため、SIEM製品や監視製品と連携できます。フィルタがかけられる 

ため、必要なデータのみを連携します。 
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Logstorageのモジュールについて、それぞれのシステム要件を次のページより記載します。 























Logstorageには、代表的な製品やサービス向けに、簡易にログ収集/分析ができる連携パックが用意されています。 

各製品、サービス専用のログ自動収集設定やなど、ログの管理や活用に必要な定義や設定がセットになっています。 

連携パックを利用することで、構築や設定の手間を省くことができます。 

レポートテンプレートなど







Logstorageは、ログ収集の対象となるサーバ台数と、ログ量に応じてライセンスを選択します。１つのサーバ内に複数種類のログが

あり、それぞれ収集方法が違ったとしてもライセンス価格には影響しません 



Logstorageでは、別途、下記のような資料・概算見積もりのサービスをご用意しています。 

お気軽にご利用ください。 

https://www.ashisuto.co.jp/product/category/log-management/logstorage/download/#tab
https://www.ashisuto.co.jp/pa/contact/logstorage-estimate.html


本資料に関するお問い合わせや、Logstorageに関するご質問、導入のご相談、製品デモンストレーション、お見積りのご依頼など、 

お気軽にご連絡ください。お客様のご要望に応じて、専任のスタッフが対応させていただきます。 

 

 
 

 株式会社アシスト Logstorage お問い合わせ窓口 

   

 

   ＜問い合わせページ＞ 

     https://www.ashisuto.co.jp/pa/contact/logstorage.html 

 
 

 

https://www.ashisuto.co.jp/pa/contact/logstorage.html

